
～胸部レントゲン検査～

肺気腫

肺の中にできた空気の塊です。
進行すると閉塞性障害となり、呼吸困難になる場合があります。

無気肺

何らかの原因で気管支が閉塞し、空気の出入りがなくなった
ために、部分的に肺組織が縮んだ状態です。

肺のう胞

肺胞が拡張や癒合して大きくなった状態です。
破れると気胸(肺から空気が抜けて縮んだ状態)

を起こす場合があります。

胸膜肥厚

胸膜炎が治って厚くなった状態です。
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胸膜癒着

胸膜炎が治って周囲に癒着している状態です。

浸潤影

肺胞内に液体成分が入り込んでしまう状態です。
肺炎などが原因の場合があります。

線状影

幅が1～2mmの細い陰影で、過去に起きた炎症の跡や
心不全、がん性リンパ管症がみられます。

健康な人でも肺葉の境目が線状影として写ることがあります。

索状影

幅が2〜3mmの細い陰影で、過去に起きた炎症の跡や、
その他の肺の疾患が原因となる場合があります。

網状影

直径数mm前後の網の目状に見える陰影です。
肺繊維症やサルコイドーシスなどが原因の場合があります。

斑状影

斑点状の陰影の辺縁が少しぼやけた状態です。
肺結核や肺真菌症などが原因の場合があります。
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粒状影

直径5mm以下の円形の陰影です。

結節影

直径5mm～3cmの円形の陰影です。

腫瘤影

直径3cm以上の円形の陰影です。

陳旧性陰影

肺の炎症が治った痕跡です。

石灰化

肺の炎症が治った痕跡にカルシウムが沈着した状態です。

胸水

肺の外に溜まった水のことです。
胸膜炎などの場合に考えられます。

奇静脈葉裂

奇静脈が通常とは異なる位置にある状態です。
日常生活に支障はありません。

3 / 5 ページ



骨島

通常の骨と同様の組織が、骨の中で塊となった状態です。

大動脈拡大

大動脈が通常よりも拡大した状態です。大動脈弁閉鎖不全、
大動脈瘤などが原因の場合があります。

心陰影拡大

心臓の大きさが正常よりも大きいことです。
高血圧、弁膜症などが原因の場合があります。

空洞性病変

病変の内部に空洞ができることです。
肺結核、肺膿腫、肺がんなどが原因の場合があります。

内臓逆位症

内臓の位置が左右逆になっている状態です。

側弯症

何らかの原因で脊椎が歪み、左右に曲がってしまう状態です。
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大動脈蛇行

年齢の上昇により大動脈が湾曲して走行することです。
動脈硬化などの原因の場合があります。

医療機器装置

ペースメーカーなどの医療機器が体内に埋められている状態です。

術後変化

外科手術によって肺が変形し、縫合の跡が写ることです。

シャントチューブ挿入後

水頭症の治療で脳脊髄液を脳室から腹腔内に
排出する管(シャントチューブ)が入っている状態です。

食道裂孔ヘルニア

胃の一部が食道裂孔を通り、胸部内に入り込んだ状態です。
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